
















今後の研究課題

①ハイリスク新生児のノーマライゼイション獲得のためのバックアップシステムとして,

地域小児科、保健婦に対する研修教育プログラム,マニュアルの作成,新生児科医師との連

携を強化する方策を検討する。

②ハイリスク新生児の地域における発生状況の把握,後送施設との連携強化のために,登録

制度・データベース化のあり方を検討する.

③ハイリスク新生児の後障害予防のために,周産期要因の解析にフィードバックできる的

確な発達評価方法,フォローアップ・プログラムのあり方を検討する.


